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よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
12
月
16
日
（
木
）
千
秋
公

民
館
で
千
秋
町
連
区
地
域
づ
く
り

協
議
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
（
写
真
） 

 

５
月
か
ら
準
備
委
員
会
を
組
織

し
、
８
月
23
日
に
は
谷
一
宮
市
長

を
招
い
て
「
エ
リ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
千
秋
町

 

 

 

 

 

 

 

熱心に議論する参加者たち 

設
立
総
会
開
催
さ
れ
る
!! 

 

平
成
23
年
度
よ
り 

 
 

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
を
開
始 

 

賀
正 

  

希
望
に
満
ち
た 

 
 

輝
か
し
い
平
成
二
十
三
年
の
新
春
を 

 
 
 

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す 

  
 

本
年
も
引
き
続
き
千
秋
町
連
区
の
運
営
に
、
よ
り
一
層
の 

 
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 
 
 

 
 

千
秋
町
連
区
地
域
づ
く
り
協
議
会 

 
 
 
 

 
 

 
 

会
長 

中 

村 

久 

勝 

連
区
の
特
性
を
生
か
し
よ
り
効
率

的
な
運
営
を
行
う
た
め
の
組
織
作

り
を
行
い
、
設
立
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
き
た
。 

 

総
会
で
は
、
会
則
案
・
平
成
22

年
度
役
員
選
出
・
平
成
23
年
度
事

業
計
画
案
及
び
予
算
案
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ

平成 22 年度千秋町連区地域づくり協議会役員 
 

役職 氏名 選出団体等 

会長 中村 久勝 町会長代表者 

副会長 河原  毅 千秋公民館館長 

書記 三輪健一郎 町会長会会計 

会計 荒川  清 町会長会監事 

監事 川口  博 町会長副代表者 

監事 眞野 博雄 町会長会監事 

福祉 柴山 幹雄 民生児童委員協議会会長 

生活環境 松本 哲夫 千秋公民館副館長 

安全安心 荒川  清 （会計と兼務） 

健全育成 住田  稔 児童育成協議会会長 

地域振興 平子 和仁 連区老人クラブ連合会会長 

部 

会 

長 

広報 三輪健一郎 （書記と兼務） 
 

れ
た
。 

 

平
成
23
年
度
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
通
り
の
事
業
を
行
う
こ
と
と

な
る
が
、
今
後
、
各
部
会
が
開
催

さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

る
中
で
事
業
修
正
や
事
業
統
合
を

行
い
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
。 
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ぬ
く
も
り
と
絆
で
結
ば
れ
た
千

秋
を
目
指
し
、
思
い
や
り
と
連
帯

に
満
ち
た
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す

る
た
め
、
11
月
14
日
及
び
21
日

の
両
日
に
県
営
総
合
運
動
場
で
三

世
代
交
流
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
、
千
秋
公
民
館
主
催
で
開

催
さ
れ
た
。
（
写
真
） 

 

学
校
外
活
動
の
一
環
で
も
あ
る

こ
の
大
会
に
は
毎
年
多
く
の
参
加 

が
あ
り
、
今
年
も
延
べ
25
町
内
343

人
が
心
地
よ
い
晴
天
の
中
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
。
成
績
は
以
下
の

と
お
り
。 

11
月
14
日 

 

【
団
体
の
部
】 

 
 

 

優
勝
／
千
秋
団
地 

 
 

 

準
優
勝
／
浮
野 

 
 

 

３
位
／
天
摩
団
地 

 

【
個
人
優
勝
】 

 
 

 

シ
ル
バ
ー
／
片
山
哲
郎 

 
 

 

成
人
／
真
野 

淳 

 
 

 

子
ど
も
／
安
藤
天
由 

11
月
21
日 

 

【
団
体
の
部
】 

 
 

 

優
勝
／
馬
場 

 
 

 

準
優
勝
／
千
秋
団
地 

 
 

 

３
位
／
小
山 

 

【
個
人
優
勝
】 

 
 

 

シ
ル
バ
ー
／
西
山
マ
ス
子

 
 

 

成
人
／
鬼
頭
涼
子 

 
 

 

子
ど
も
／
山
口
夏
実 

今
年
も
人
気 

「
世
代
間
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」 

開
催
さ
れ
る

  

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
招

き
、
日
常
生
活
に
お
い
て
孤
独
感

や
疎
外
感
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
少
し
で
も
潤
い
と
生
き
が
い
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願

い
、
11
月
29
日
（
月
）
千
秋
老
人

い
こ
い
の
家
で
「
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の
集

い
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

今
年
も
、
女
性
部
役
員
の
協
力

に
よ
り
心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
の 

 

12
月
７
日
（
火
）、
千
秋
南
小
学

校
で
、
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

 

毎
年
、
こ
の
避
難
訓
練
で
は
、

千
秋
南
消
防
分
団
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
、
消
火
訓
練

や
放
水
体
験
・
ス
モ
ー
ク
ハ
ウ
ス

に
よ
る
煙
道
体
験
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
、
消
防
本
署
の
方
と

千
秋
南
消
防
分
団
の
方
、
合
わ
せ

て
九
人
の
皆
さ
ん
に
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

避
難
訓
練
に
つ
い
て
、
「
お
・

は
・
し
・
も
」
を
守
っ
て
避
難
で

き
た
こ
と
や
、「
訓
練
で
で
き
な
け

避
難
訓
練 

 
 
 
 
 

千
秋
南
小
学
校

昼
食
が
振
舞
わ
れ
、
昼
食
後
に
は

千
秋
保
育
園
の
年
長
児
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
（
写
真
）
や
趣
味
ク
ラ

ブ
に
よ
る
演
芸
鑑
賞
を
楽
し
ん

だ
。 

 

お
い
し
い
料
理
に
舌
鼓 

 
 
 
 
 
 
 

園
児
と
の
楽
し
い
ひ
と
時
も 

 

れ
ば
本
番
で
も
で
き
な
い
」
と
い

う
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
火
器
を
使
っ
た
消
火

訓
練
、
防
火
服
を
身
に
つ
け
て
の

放
水
訓
練
（
写
真
）、
煙
が
充
満
し

た
ス
モ
ー
ク
ハ
ウ
ス
を
通
り
抜
け

る
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
も
消
火
訓
練
な
ど

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

消
防
団
活
動
と
い
う
地
域
の
活

動
を
知
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
・
学
校
・
保
護
者
が
一
体
と
な

っ
た
行
事
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
ま
す
。 
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11
月
20
日
（
土
）
、
千
秋
小
学
校

で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
学
校
外
活
動

「
千
秋
っ
子
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
百
六
十
人
を
超
え
る

子
ど
も
や
保
護
者
の
皆
様
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統
文

化
で
あ
る
「
餅
つ
き
」（
写
真
）
と

「
竹
ト
ン
ボ
作
り
」
を
体
験
し
ま

し
た
。
餅
つ
き
体
験
で
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
の
鈴

木
康
之
さ
ん
、
横
超
弘
之
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
、
親
子
一
緒
に
「
よ

い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
と
か
け
声 

「
千
秋
っ
子
フ
ェ
ス
タ
」 

開
催 

 

11
月
20
日
（
土
）
に
学
校
外
活

動
の
一
環
と
し
て
「
文
化
講
座
」

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
う

ど
ん
打
ち
体
験
」
と
「
寄
せ
植
え

体
験
」
の
二
講
座
を
設
け
ま
し
た
。

 

「
う
ど
ん
打
ち
」（
写
真
）
の
講

座
で
は
、
最
後
に
手
打
ち
う
ど
ん

を
醤
油
味
、
味
噌
味
、
カ
レ
ー
味

で
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

「
寄
せ
植
え
」
の
講
座
で
は
、

自
分
が
銅
線
で
作
っ
た
飾
り
を
花

の
鉢
に
取
り
つ
け
て
仕
上
げ
ま
し

た
。 

を
か
け
て
つ
い
て
い
ま
し
た
。
餅

米
は
千
秋
っ
子
フ
ァ
ー
ム
で
五
・

六
年
生
が
育
て
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
竹
ト
ン
ボ
作
り
で
は
、
浮
野

の
野
田
昭
男
さ
ん
、
岩
田
幸
雄
さ

ん
、
児
嶋
新
一
さ
ん
、
野
田
三
義

さ
ん
の
指
導
の
下
、
親
子
で
仲
良

く
作
成
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
、
喜
ぶ
姿
を
た
く
さ
ん
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   

い
ず
れ
も
大
盛
況
で
、
親
子
で

協
力
し
な
が
ら
楽
し
く
活
動
で
き

ま
し
た
。 

文
化
講
座
（
千
秋
東
小
学
校
学
校
外
活
動
） 

 

11
月
13
日
（
土
）
、
多
く
の
保

護
者
の
方
や
地
域
の
方
を
お
招
き

し
て
、
本
校
の
伝
統
行
事
で
あ
る

音
楽
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

学
年
が
進
む
に
つ
れ
、
合
唱
曲

の
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
く
な
り
、
特

に
午
後
の
三
年
生
の
合
唱
は
、
そ 

 

 

 

 

 

 

 

3 年生学年合唱「地球の詩(うた)」 

の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の
心
を
揺

さ
ぶ
る
歌
声
で
し
た
。 

 

ク
ラ
ス
の
仲
間
た
ち
と
力
を
合

わ
せ
て
一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ

た
達
成
感
に
、
ど
の
生
徒
も
輝
か

し
く
誇
ら
し
げ
な
表
情
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。 

 

行
事
で
培
っ
た
力
と
気
持
ち
を

今
後
に
生
か
し
、「
千
秋
を
に
な
う

子
」
と
し
て
、
さ
ら
に
大
き
く
羽

ば
た
い
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。 

 

千
秋
中
学
校
音
楽
会 

～
響
け
我
ら
の
千
中
魂
～

安
全
安
心
を
目
指
し
て 

 

今
年
も
連
区
を
上
げ
て 

 
 

 

年
末
パ
ト
ロ
ー
ル 

 

地
域
の
犯
罪
抑
止
と
火
災
予
防

の
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
年

末
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
今
年
も
12

月
２
日
～
14
日
に
か
け
て
一
宮

市
消
防
団
北
分
団
及
び
南
分
団
・

千
秋
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
協
力

を
得
て
町
会
長
会
が
実
施
し
た
。 

 

９
日
に
は
一
宮
警
察
署
長
も
激

励
に
訪
れ
（
写
真
）、
参
加
者
た
ち

は
千
秋
町
の
安
全
・
安
心
を
願
い

な
が
ら
夜
の
町
を
巡
回
し
た
。 
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110
番
は
緊
急
通
報
の
た
め
の
専

用
電
話
で
す
。 

 

事
件
解
決
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
す
ば
や
い
通
報
」
に
あ
り
ま
す
。 

 

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
迷
わ
ず
、

落
ち
着
い
て
、
す
ぐ
に
110
番
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

▽ 

強
盗
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た

り
、
目
撃
し
た
。 

▽ 

ド
ロ
ボ
ウ
に
入
ら
れ
た
り
、

ド
ロ
ボ
ウ
が
逃
げ
る
の
を
目
撃
し

た
。 

▽ 

ひ
っ
た
く
り
被
害
に
あ
っ

た
、
ひ
っ
た
く
り
を
目
撃
し
た
。 

▽ 

見
か
け
な
い
人
が
、
家
の
中

を
の
ぞ
い
て
い
る
。 

▽ 

指
名
手
配
犯
人
に
よ
く
似
た

人
を
見
か
け
た
。 

▽ 

ひ
き
逃
げ
事
故
に
遭
っ
た
、

ひ
き
逃
げ
事
故
を
目
撃
し
た
。 

 

110
番
通
報
の 

ポ
イ
ン
ト

  
110
番
を
か
け
る
と
、
警
察
本
部

通
信
指
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。

係
員
が
次
の
事
項
を
お
聞
き
し
ま

す
の
で
、
あ
わ
て
ず
、
あ
せ
ら
ず
、

簡
潔
明
瞭
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

▽ 

何
が
あ
っ
た
の
か 

 

事
件
な
の
か
、
事
故
な
の
か
内

容
を
簡
単
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

▽ 

そ
れ
は
、
い
つ
な
の
か 

 

何
時
こ
ろ
の
出
来
事
か
、
何
分

く
ら
い
前
の
こ
と
か
を
お
話
し
く

だ
さ
い
。 

▽ 

そ
の
場
所
は
、
ど
こ
な
の
か

 

現
場
の
所
在
地
や
目
標
と
な
る

も
の
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。 

（
道
路
標
識
の
管
理
番
号
も
目
標

の
一
つ
に
な
り
ま
す
） 

１
月
10
日
は
「
110
番
の
日
」 

 

～
事
件
・
事
故
緊
急
時
に
は
110
番 

 

～
安
心
を
支
え
る
相
談
ダ
イ
ヤ
ル#911

0
 

▽ 

犯
人
は
、
ど
う
し
た
か 

 

犯
人
の
人
数
、
人
相
、
服
装
、

何
を
利
用
し
て
ど
こ
へ
逃
げ
た
か

を
お
話
し
く
だ
さ
い
。 

▽ 

被
害
の
状
況 

 

け
が
の
程
度
や
盗
ら
れ
た
も
の

を
お
話
し
く
だ
さ
い
。 

▽ 

あ
な
た
の
住
所
、
氏
名 

 

ご
自
分
の
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
な
ど
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。 

携
帯
電
話
で
110
番
番
通
報
す
る

際
は
、
次
の
事
項
に
注
意
し
て
く 

だ
さ
い
。 

▽ 

通
報
中
や
通
報
後
は
出
来
る

限
り
移
動
せ
ず
、
そ
の
場
で
警
察

官
の
到
着
を
待
つ
。 

▽ 

市
町
村
名
、
目
標
物
を
確
認

す
る
。 

▽ 

自
動
車
で
走
行
中
は
、
安
全

な
場
所
に
停
車
し
て
か
ら
通
報
す

る
。 

 

          

緊
急
性
の
な
い
相
談
な
ど
は
、
警

察
相
談
専
用
電
話
「#

9
1

1
0

」

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

ご
家
庭
の
電
話(

プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
み)

や
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話

で
、
「
110
番
」
の
前
に
、
「#

9

」

を
プ
ッ
シ
ュ
す
れ
ば
、
警
察
本
部

の
住
民
コ
ー
ナ
ー
に
ダ
イ
レ
ク
ト

に
つ
な
が
り
ま
す
。 

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
場
合
は
、

0
5

2
-
9

5
3

-9
1

1
0

に
お
か
け

く
だ
さ
い
。 

開
設
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日(

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く)

の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で

す
。 

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

投
稿
大
募
集
!!

 

  

皆
様
の
身
近
な
話
題
や
活
動

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

テ
ー
マ
は
自
由
、
「
私
の
手
抜

き
レ
シ
ピ
」
「
千
秋
の
お
す
す
め

ラ
ン
チ
＆
モ
ー
ニ
ン
グ
」「
俳
句
、

短
歌
、
川
柳
」
「
４
コ
マ
漫
画
」

な
ど
、
ど
ん
ど
ん
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の

投
稿
も
大
歓
迎
で
す
。 

 

ま
た
、
機
関
紙
作
成
の
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て

い
ま
す
。 

 

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載

で
き
な
い
場
合
や
掲
載
時
期
が

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。 

 

詳
し
く
は
、
千
秋
町
出
張
所

（2
8

-
9

0
1

0

）
ま
で
。 

 

 

 


